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1. はじめに 

科学技術の進展により，教室において ICT 機器やイ

ンターネットなどが利用しやすくなってきている。教

員も学習者も，伝えたいことや興味のあることをすぐ

に検索し，伝達したり，収集したり，共有したりする

ことができる。オリバー(1)は，教室でテクノロジーを利

用することで，最新の，オーセンティックな情報が得

られ，構成主義的な探究学習を促進できると示唆して

いる。このようなテクノロジーと探究学習を融合させ

た学習方法(2)として，ウェブクエストは，1995年にサン

ディエゴ州立大学のB. DodgeとT. Marchによって開発

された。Dodgeによれば，ウェブクエストとは，「学習

者が接するほとんど，もしくはすべての情報がインタ

ーネット上に存在する，探求的な学習活動(3)」と定義さ

れる。 

ウェブクエストは，①導入（introduction），②学習課

題（task），③学習資源（resources），④学習過程（process），

⑤評価（evaluation），⑥終末 conclusion）の 6 つの要素

から成る(3)。導入部では，教授者はトピックに関する背

景的知識とともに，興味を引くシナリオを提供する(4)。

学習課題部では，高次思考力を要する，魅力的で現実

的でありながらも，「遂行可能な」課題を提供する(5)。

学習資源部では，学習課題の遂行に必要なインターネ

ット上のリソースに関するリンクや情報を提供する(6)。

学習過程部では，課題達成のために遂行すべき課題を

いくつかの段階に分割して示す(4)。この学習過程の段階

でもリソースが紹介されることがある。評価部では，

学習者が何をどのように評価されるのかを記す。通常，

評価にはルーブリックまたはチェックリストが用いら

れる(7)。終末部では，学習者が課題を完遂したであろう

という想定で，学習者がウェブクエストによる学習を

通じて何を学び，達成したのかを示す(4)。 

近年，ウェブクエストは英語学習を含む外国語学習

の分野においても，タスクベースの学習を促進する方

策として注目されている(8)-(11)。外国語学習にウェブクエ

ストを導入することで，学習者は探究的な過程を通じ

て知識を構成できることが報告されている(12)。しかし

ながら，外国語学習者の語学水準に応じたウェブクエ

ストの課題の設定は困難であり，その設定がうまくい

かないと外国語が学習の障壁となることが指摘されて

いる(13)。この問題に対して，Torres (14)は，外国語学習者

を対象としたウェブクエストの設計原理として，①外

国語の積極的な使用を促すべく，オーセンティックな

教材を用いること，②言語的な目標と非言語的な目標

を設定するとともに，両方の目標達成を目指す課題を

設計すること，③課題遂行に取り組むための基礎的な

知識・技能の習得のための言語ワークショップを設け

ることなどを推奨している。 

 

2. 実践の目的 

 本実践の目的は，インターネットを活用したタスク

ベースの学習方法であるウェブクエストによる学習が，

英語学習に及ぼす影響を明らかにすることである。 

 

3. 実践の方法 

 本実践は，2013年 5月上旬から 7月下旬にかけて実

施された。学習者は，静岡県内の大学の外国語学部に

所属する 2，3年生 51名（男性 25名，女性 26名）で

あった。学習者は，外国語学部の選択科目であるMedia 

English IAを週に1時限，受講していた。ウェブクエス

トは，一学期15回の授業のうち，一定の授業内容のま

とまりごとに 5度実施した。学習者は，4～5名 1グル

ープでウェブクエストの中心課題に取り組んだ。 

 

3.1 実践で用いた教材 

本実践では教材として，授業での説明用資料に加え，

①ウェブクエスト用Webページ，②基礎学習のための

課題ワークシート，③事前・事後意味ネットワーク，

④学習者のパフォーマンスを評価するためのルーブリ

ックを用いた。 

ウェブクエスト用Webページは，本実践のために制

作したものである。ページには，ウェブクエストの 6

つの要素を含んだ。図 1 に「旅行計画の策定」をテー

マとしたウェブクエスト用のWebページの例を示す。 

 

 
図1 ウェブクエスト用Webページの例（抜粋） 

2015 PC Conference

-1-



 

 基礎学習のための課題ワークシートは，学習者が課

題遂行に際して必要な英語やスキルを習得することを

目的として作成したものである。例えば，旅行計画策

定に際しては，「目的地」や「往復航空券」，「予約」な

どの英単語，目的地の最寄りの空港の検索の仕方，旅

行検索サイトの使用方法に関する基礎学習を行った。

図2にそのワークシート例を示す。 

 

 
図2 基礎学習用ワークシートの例（抜粋） 

 

 本実践では，学習者が基礎学習及び探究学習を通じ

て獲得した知識を表象する手段として，概念をノード

によって，概念間の関係をリンクによって図示する意

味ネットワークを用いた。中央に学習課題のテーマで

ある単語を配し，それに関連する単語を追加しつつ，

単語間の関係性をリンクで結ぶことによって完成させ

た。意味ネットワークは，処遇の事前に既有知識を測

定すべく作成させ，処遇の事後に学習を通じて学んだ

情報を追加する形で完成させた。図 3 に学習者が完成

させた意味ネットワークの例を示す。 

 

 
図3 意味ネットワークの例 

 

 ルーブリックは，ウェブクエストによる学習のパフ

ォーマンスを評価するために作成したものである。評

価基準は，S～Cの4段階とした。表1に実践で用いた

ルーブリックの例を示す。 

 

表1 ルーブリックの例（抜粋） 

規準  S A B C 

情報の収

集 

旅行計画に必

要十分な情報

を収集してい

る。なおかつ

計画を具体化

する追加情報

を収集してい

る。 

旅行計画に必

要十分な情報

を収集してお

り，計画に無理

がない。 

旅行計画に必

要不可欠な情

報を収集して

いるが，充分

ではないため

計画に無理が

生じている部

分がある。 

旅行計画に必

要な情報を収

集していない。 

予算に沿

った計画

の立案 

  20～25万円の

範囲の計画を

立てている。 

  予算内に計画

が収まってい

ない。 

英文eカ

ードの作

成 

英文eメール

の様式を踏ま

えた eカードを

作成しており，

なおかつ強調

や略語などを

効果的に使用

している。 

英文eメールの

様式を踏まえ

た eカードを作

成している。 

英文eメール

の様式を一

部，踏まえてい

ない。 

英文eメールの

様式を全く踏ま

えていない。 

 

3.2 実践の手続き 

本実践授業では，通常のウェブクエストの手続きに，

Torres (14)が提唱する，探究学習課題に取り組むための英

語の基礎学習としての講義と演習を加えて実施した。

また，授業の導入部と終末部に，学習者のテーマに関

する英語の知識を測定するための意味ネットワークを

作成させる活動を入れた。授業の大まかな流れは，図4

の通りである。 

 

 
図4 ウェブクエストによる授業の流れ 

 

また，以下に海外旅行計画の立案をテーマとした，1

時限の授業計画の例を示す。 
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【テーマ】 

「海外旅行計画の立案」 

 

【授業目標】 

海外の旅行検索サイトを使い，定められた予算と日

程に沿った旅行計画が立てられるようになること。 

 

【使用ツール】 

インターネット，MS Word，MS Excel，eカード 

 

【前提行動】 

・インターネットを使ったディレクトリ検索ができる。 

・インターネットを使ったキーワード検索ができる。 

・Googleを使った計算および単位変換ができる。 

 （ドルと円の変換など） 

・地図検索によって，ルートや付近の施設を検索する

ことができる。 

・四則演算式を作成し，入力することができる。 

・オートカルク機能を使って合計，平均が計算できる。 

・英文のパラグラフを書くことができる。 

・英語で英文 e メールに様式に沿ったメールを書くこ

とができる。 

 

【授業展開】 

1）海外旅行に関する導入の発問 

2）「Traveling」に関する事前意味ネットワークの作成 

3）学習課題の紹介（海外旅行計画の立案） 

4）学習過程に関する説明 

5）「オンライン旅行検索サイト」の利点と注意点につ

いての簡便な講義 

6）「海外旅行」に関わる重要な英単語の学習 

（直行便，予約などの英単語を英語版Expediaの見出し

項目等から探す） 

7）「空港コード」についての簡便な講義と空港コード

の検索 

8）ホテル予約サイトを活用したホテルの検索と予約に

ついての簡便な講義と演習 

9）評価内容と評価方法についての説明 

10）英語版 Expedia を利用した予算 25 万円，5 日間の

旅行計画の立案 

11）「Traveling」に関する事後意味ネットワークの作成 

12）終末活動として，海外旅行に行っているという想

定での eカードの作成と送信 

 

4. 実践の成果 

 ウェブクエストの実践において，学習者は課題遂行

に関わる新たな情報を既有の知識と結びつけ，課題遂

行に関わる原理を学んだり想起したりし，それを適用

して課題解決を図ることを求められた。よって，学習

成果は，①課題遂行に関わる情報をどれだけ獲得した

か，そして，②課題をどの程度，遂行できたかによっ

て判断した。 

 以下，それぞれの観点に基づいて，本実践の成果を

検証する。 

 

4.1 課題遂行に関わる情報の獲得 

学習者がどのような情報をどれだけ獲得したかを，

学習者が処遇の事前・事後に作成した意味ネットワー

クに記述したノード数を比較することで検証した。 

まず，学習者が基礎学習を含むウェブクエスト全体

で獲得した情報の多寡を，学習者が処遇に先立って作

成したノード数を基準として，処遇を受けた後にどれ

だけノード数が増えたかによってみた。事前・事後の

ノード数の平均値の t検定（両側）を行った結果，学習

者の知識は有意に拡大したことが示された（表2）。 

 

表2 学習者が事前・事後に意味ネットワークに記した

ノード数についての t検定 

 
n 平均値 SD df t値 P 

事前 51 7.75 4.77 
50 23.89 < .00 

事後 51 15.82 5.30 

 

 ついで，学習者が探究的なウェブクエストにおいて，

興味に応じて獲得した情報をみるべく，事後の意味ネ

ットワークに記したノード数から基礎学習の課題とし

て提示された単語数（平均 5.40 単語）を減じた数の平

均値を事前の意味ネットワークに記したノード数と比

較した（表3）。結果，探究的なウェブクエストにより，

学習者は興味に応じて有意に情報を獲得したことが示

唆された。 

 

表3 学習者が興味に応じて獲得した情報の平均値につ

いての t検定 

 
n 平均値 SD df t値 P 

事前 51 7.75 4.77 
50 7.92 < .00 

課題除く事後 51 10.42 5.30 

 

4.2 ウェブクエストの課題遂行の程度 

学習者が各回のウェブクエストの課題をどの程度，

遂行できたどうかは，学習のパフォーマンスを評価す

るために作成ルーブリックによって評価した。ルーブ

リックの評定Sに4点，A：3点，B：2点，C：1点を

配し，毎回，4点満点の得点に換算した。結果，ウェブ

クエスト実施1回目に66.50%，2回目には62.75%であ

った達成度が，第4回目81.25%，第5回目81.00%に向

上したことが示された（図5）。 

 

 
図5 課題遂行の程度の推移 

2015 PC Conference

-3-



 

5. 結果の考察 

本実践は，インターネットを活用したタスクベース

の学習方法であるウェブクエストによる学習が，英語

学習に及ぼす効果を明らかにすることを目的として行

われた。 

意味ネットワークの記述項目の分析の結果から，ウ

ェブクエストの課題達成に関わる情報，および学習者

の興味に応じた情報を有意に獲得したことが示された。

本実践では，単語の学習に際しても，なるべく受動的

な学習にならないよう，また，他の情報との関連性を

意識できるよう，単語を辞書を引いたりするのではな

く，指定したWebサイトの見出し等から探し出させた。

そうすることで，学習者が興味に沿った単語を追加し

たり，既有の知識に新たな情報を結びつけることがで

きたことが示唆される。 

ウェブクエストの課題達成の程度をみるルーブリッ

クの平均値の推移からは，回を追うごとに学習者の課

題の達成度が向上していることが示された。学習者が

探究的な学習の手法に慣れることで，探究的な課題の

達成度も高まっていく可能性が示唆された。 

 

6. おわりに 

 本実践の成果として，ウェブクエストによるタスク

ベースの英語学習において，探究学習課題に取り組む

ための基礎知識・技術習得のための学習場面を導入す

ることで，課題遂行に関わる情報の獲得に加え，興味

に応じた情報の獲得ならびに課題の達成度の向上を図

ることができる可能性が示されたことがあげられる。

本研究によって得られた知見が，ウェブクエストを活

用した英語学習のための授業デザインの一助となるこ

とが期待される。 

今後の課題として，協同的な探究学習への影響が指

摘されている学習者の動機(15), (16)や協同作業に対する認

識(17)，協同学習に対する態度(18), (19)などの学習者要因に

応じた課題設定や学習支援の在り方を検討することが

望まれる。そうすることで，どのような学習者に対し

て，どのような学習の枠組みを提供することで，どの

ような学習成果が得られるか，ウェブクエストの影響

に関するメカニズムがより明確になると考えられる。 

また，今回の実践では，大学生を対象としたが，小

中学生など，対象を変えた実践が行われることが望ま

れる。昨年 11 月 20 日に出された文部科学大臣による

諮問において，「探究的な学習活動（中略），ICTを活用

した指導の現状等を踏まえつつ，（中略）課題の発見と

解決に向けて主体的･協働的に学ぶ学習（「アクティ

ブ・ラーニング」）(20)」を充実させることが強調された。

初等・中等教育においては，これまで以上に協同によ

るタスクベースの探究的な学習を進めていくことが必

要となろう。探究学習と ICT を融合させた協同的な学

習方法として，初等・中等教育における今後のウェブ

クエストの活用が期待される。 
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